
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鋭利な刃先を有する針管と、該針管の基端部に固着されたハブと、該ハブに設けられた
翼とを有する翼付針を収納しうるプロテクターであって、該プロテクターは、筒状の本体
を有してなり、該本体の側壁に少なくとも３本のスリットが設けられてなり、該スリット
は、翼付針の針管を本体の 軸に平行に配置しうるように翼を受け入れる形状であって、
本体の側壁に該本体の 軸と平行な方向に設けられた閉鎖端部をもつスロット部分を有す
る基端部と、筒状本体の 軸と平行なスリットを有する中間部と、

逆への字形状またはアーチ形状を示すス
リットを有する先端部とからな

翼付針用プロ
テクター。
【請求項２】
　前記スリットの基端部は、本体の 軸に平行に設けられてなる、請求項１に記載の翼付
針用プロテクター。
【請求項３】
　前記スリットの基端部は、前記翼付針がプロテクター内に収納されたときに翼が配置さ
れる部分のみを構成する、請求項１～２のいずれかに記載の翼付針用プロテクター。
【請求項４】
　前記スリットは、さらに翼付針がプロテクター内に収納される位置で翼を位置決めしう
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縦 翼付針がプロテクター
内に収納されたときに針管の刃先が配置される、

り、そして、前記先端部スリットの最先端が本体の先端開
口部を形成するように本体の縦軸方向において外側へ向かって広がっている

縦



る機構を有してなる請求項１～ のいずれかに記載の翼付針用プロテクター。
【請求項５】
　前記翼の位置決め機構は、翼が配置される部分のみスリットの幅が太く形成されるスロ
ットによるものである、請求項 に記載の翼付針用プロテクター。
【請求項６】
　前記翼の位置決め機構は、スリットの翼が配置される基端部の先端側に設けられる突起
によるものである、請求項 に記載の翼付針用プロテクター。
【請求項７】
　前記スリットは、スリットの向きが変化する部分がゆるいカーブを描くように形成され
てなる請求項１～ のいずれかに記載の翼付針用プロテクター。
【請求項８】
　前記筒状の本体は、基端開口部を有する把持部をその基端部に結合してなる、請求項１
～ のいずれかに記載の翼付針用プロテクター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は翼付針のプロテクターに関し、さらに詳細には使用後の翼付針による針刺し事
故を防止するために、プロテクターを翼付針の基端側からスライドさせることにより翼付
針の針管および刃先を収納しうるプロテクターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、翼付針と該翼付針の針管および刃先を収納するためのプロテクターは完全に別体
とされており、使用後に該翼付針を刃先からプロテクター内部に挿入して針管および刃先
を保護するものであった。したがって、このようなプロテクターを使用することにより、
刃先でプロテクターを保持している指を穿刺してしまう、所謂誤穿刺事故が多発しており
、医療従事者がエイズや肝炎などに感染するおそれがあった。
【０００３】
　そこで、このような誤穿刺事故を防止する目的で、スライド式のプロテクターが多数開
発されている。その一例としては、スリットを有するプロテクターを翼付針の基端側に接
続されたチューブ上に配置し、該翼付針使用後、該プロテクターを先端側へスライドさせ
て該翼付針の針管および刃先を該プロテクター内に収納して保護するプロテクターがある
（例えば、特許文献１参照。）。
　前記プロテクターは側壁に翼付針の翼が挿入されるためのスリットが設けられており、
先端側へスライドさせるだけで容易に翼付針の針管および刃先を保護しうるものである。
しかし、該スリットはプロテクターの軸に平行に直線状に設けられており、該翼付針は該
プロテクターの軸中心に配置されるため、該スリットと該翼付針の針管は平行に配置され
ることになる。このようにスリットと針管が配置されるプロテクターは、翼付針または該
翼付針の基端側に接続されたチューブの動きによっては、プロテクター内に収納された針
管および刃先が該スリットから突出するおそれがある。
【０００４】
　一方、プロテクターに収納された翼付針の針管および刃先がスリットから突出すること
を防止しうるプロテクターとして、翼付針収納後にスリットおよび先端開口を閉鎖するロ
ック機構を備えたプロテクター（例えば、特許文献２参照。）や、翼付針のハブがプロテ
クターの機能を兼ねることでプロテクターに翼挿入用のスリットを設ける必要のない翼付
針（例えば、特許文献３参照。）、プロテクターのスリットの基端部をプロテクターの軸
とは平行でない方向に設けることによって収納された針管をプロテクターの軸中心から外
れた位置に配置しうるプロテクター（例えば、特許文献４参照。）などが提案されている
。
【０００５】
　しかしながら、前記ロック機構を備えたプロテクターは、スリットから翼付針の針管お
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よび刃先が突出することを防止するためのロック機構を設ける必要があるため、構造が複
雑で、かつ、成形が容易でない。
　また、ハブがプロテクターの機能を兼ねた翼付針は、ハブ自体の形状が大きなものにな
るため、医療従事者による操作性が悪い上に、翼を用いて患者に固定することが困難であ
る。
　一方、針管をプロテクターの軸中心から外れた位置に配置して収納するプロテクターは
、翼付針の針管および刃先がスリットから突出するおそれはないが、翼付針または該翼付
針の基端側に接続されたチューブの動きにより、該針管の刃先がプロテクター内壁に突き
刺さるおそれがあり、場合によっては該刃先が該プロテクターの側壁を貫通して突出する
おそれがある。
【０００６】
【特許文献１】特許第２６７３６８２号公報
【特許文献２】特開平６－６３１３７号公報
【特許文献３】特開平７－７５６７１号公報
【特許文献４】米国特許第５７７２６３８号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記事情に鑑み、本発明の目的は、構造が簡単で操作性がよく、患者への固定が容易で
、かつ、収納した翼付針の針管および刃先が突出するおそれがない翼付針用プロテクター
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者は、種々鋭意検討した結果、側壁に設けられるスリットの基端部が本体の軸に
平行に設けられ、かつ、該スリットの先端部が筒状本体の軸に平行でない方向に設けられ
たプロテクターが上記課題を解決しうるものであることを見出し、本発明に到達した。
【０００９】
　すなわち、本発明は、
（１）　鋭利な刃先を有する針管と、該針管の基端部に固着されたハブと、該ハブに設け
られた翼とを有する翼付針を収納しうるプロテクターであって、 筒状
の本体を有してなり、該本体の側壁に少なくとも 本のスリットが設けられ

なる翼付針用プロテクター、
（２）　前記スリットの基端部は、本体の軸に平行に設けられてなる、（１）に記載の翼
付針用プロテクター、
（３）　前記スリットの基端部は、前記翼付針がプロテクター内に収納されたときに翼が
配置される部分のみを構成する、（１）～ のいずれかに記載の翼付針用プロテクタ
ー、
（４）　前記スリットの先端部は、翼付針がプロテクター内に収納されたときに針管の刃
先が配置される部分のみを構成する（１）～ のいずれかに記載の翼付針用プロテク
ター、
（５）　前記スリットは、さらに翼付針がプロテクター内に収納される位置で翼を位置決
めしうる機構を有してなる（１）～ のいずれかに記載の翼付針用プロテクター、
（６）　前記翼の位置決め機構は、翼が配置される部分のみスリットの幅が太く形成され
るスロットによるものである、 記載の翼付針用プロテクター、
（７）　前記翼の位置決め機構は、スリットの翼が配置される基端部の先端側に設けられ
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リットは、翼付針の針管を本体の軸に平行に配置しうるように翼を受け入れる形状であっ
て、本体の側壁に該本体の軸と平行な方向に設けられた閉鎖端部をもつスロット部分を有
する基端部と、筒状本体の軸と平行なスリットを有する中間部と、最先端が、本体の先端
開口部を形成するように本体の軸方向において外側へ向かって広がっていて、針管の刃先
を受け入れる形状であって、かつ、逆への字形状またはアーチ形状を示すスリットを有す
る先端部とから
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る突起によるものである、 記載の翼付針用プロテクター、
（８）　前記スリットは、スリットの向きが変化する部分がゆるいカーブを描くように形
成されてなる（１）～ のいずれかに記載の翼付針用プロテクター、
（９）　前記筒状の本体は、基端開口部を有する把持部をその基端部に結合してなる、（
１）～ のいずれかに記載の翼付針用プロテクターに関する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明のプロテクターは、本体の軸に平行に設けられた基端部と該軸に平行でない方向
に設けられた先端部とからなるスリットを設けたことにより、プロテクター内に収納され
た翼付針の針管および刃先が該スリットから突出するおそれがない。また、前記プロテク
ターは該針管および刃先の突出を防止するために特別な機構を設ける必要がないため、構
造が簡単で成形が容易に行える。さらに、本発明のプロテクターは、従来の翼付針に取り
付けて使用することができるものであり、ハブの構造が大きくなることもないため、操作
性がよく、患者への固定も容易に行いうる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下に、本発明のプロテクターを添付図面に示す好適な実施例に基づいて詳細に説明す
るが、本発明はこれらの実施例に限定されるものではない。
　図１は本発明の翼付針用プロテクターの一実施例を示す斜視図であり、図２は図１に示
されるプロテクターの側面図、図３は図１に示されるプロテクターの翼付針収納時の状態
を示す説明図である。図４（ａ）は翼付針をプロテクターに収納する前の状態を示す説明
図であり、図４（ｂ）は翼付針をプロテクターに収納した後の状態を示す説明図である。
また、図５は翼付針用プロテクターの他の実施例 を示す側面図であり、図６は
本発明の翼付針用プロテクターの別の実施例を示す側面図 ある。図７は本発明の翼付針
用プロテクターのさらに別の実施例を示す側面図 ある。
【００１２】
　図１および図２に示されるように、本発明のプロテクター１は、筒状の本体２を有して
なる。該本体２の先端側の内径は、翼付針のハブおよび針管が挿通可能な大きさを有し、
該本体２の基端側の内径は、該翼付針の基端側に接続されるチューブが挿通可能な大きさ
を有してなる。また、本体２の長さは、通常、翼付針の長さよりも長く、好ましくは約１
０～２０ｍｍ程度長く、厚さは約５～２０ｍｍ程度である。
【００１３】
　前記本体２は、本体２の外径および内径が先端部に向かって減少するテーパー形状であ
ってもよいし（図６参照）、または先端側に向かって径が減少するように、その先端部の
みがテーパー状に形成されていてもよい（図１～ 、７参照）。筒状の本体２は、また、
その軸方向において先端部に向かってテーパー状であり、好ましくは外側に向かって広が
った先端開口部２２を有する。また、把持部４が本体２の基端部３１において結合され、
基端開口部２１を有する。
　前記本体２は、外力によって若干変形しうる柔軟な材料、たとえばポリプロピレン、ポ
リスチレン、ポリアセタール、ポリカーボネート、アクリロニトリル－ブタジエン－スチ
レン共重合体などの熱可塑性樹脂などによって成形されたものである。
【００１４】
　前記本体２の側壁には、翼付針の翼を挿通するための少なくとも つのスリット３、好
ましくは、３～５本のスリット３が設けられている。該スリット３は、基端部３１が該翼
付針５の針管５２を本体２の軸に平行に配置しうるように翼５１を受け入れる形状を有し
てなり、例えば、本体２の軸に平行に設けられてなる（図１～４、６参照）。該翼付針５
の針管５２および刃先５３がプロテクター１内に収納される際に、該翼付針５の翼５１は
該スリット３に先端側から進入し、該基端部３１の軸に平行な部分に配置される（図４（
ａ）および（ｂ）参照）。該基端部３１が本体２の軸に平行であるため、プロテクター１
内に収納された針管５２もまた本体２の軸に平行に配置される。
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【００１５】
　前記スリット３は、先端部３２が本体２の軸とは平行でない方向に設けられてなる。該
スリット３に先端側から進入した翼５１は、該スリット３の先端部３２と基端部３１の境
目、好ましくは中間部３３で進入方向が変化するが、該本体２が柔軟な材料で形成されて
いるため、該スリット３を押し開きながら基端部３１に到達することが可能である。
　図３に示されるように、前記プロテクター１内に収納された針管５２は本体２の軸に平
行に配置されるため、翼付針５の刃先５３は該スリット３の先端部３２とは平行に配置さ
れない。したがって、該針管５２の動きにより、該針管５２の刃先５３が該スリット３の
先端部３２から突出するおそれはない。
【００１６】
　前記スリット３の形状としては、図１～４に示されるように、本体２の軸に平行でない
方向に設けられる先端部３２が、翼付針がプロテクター１内に収納されたときに針管５２
の刃先５３が配置される部分のみを構成し、その他の部分が本体２の軸と平行に設けられ
る基端部３１を構成していてもよい。
【００１７】
　前記スリット３の軸に平行に設けられる基端部３１の形状は特に限定されないが、針管
５２が完全にプロテクター１内に収納される位置で翼５１を位置決めしうるような機構が
、基端部３１に設けられていることが好ましい。前記翼５１の位置決め機構としては、具
体的には、図１～５に示されるように、翼５１が配置される部分のみ、スリット３の幅を
太くした形状（スロット）や、該翼５１が配置されるスリット３の基端部３１の先端側に
、翼５１が先端側へ戻ることを防止しうるように突起３４が形成されたものがあげられる
。
【００１８】
　前記スリット３の軸に平行でない方向に設けられる先端部３２の形状は、プロテクター
１内に収納された針管５２の刃先５３が突出しない程度に軸に対して角度を有していれば
よい。したがって、図１～４に示されるように、軸に対して一定の角度を有する直線状の
スリットが複数個連続して形成されたものであってもよい。また、スリットの向きが変化
する部分は、ゆるいカーブを描くようにスリットが形成されていると、翼５１の進入に際
する抵抗が小さくなって好ましい。１つの具体例としては、先端部３２は逆への字形状ま
たはアーチ形状を示すスリットを有し、針管５２の刃先５３を受け入れる形状を有する。
【００１９】
　本発明のスリット３としては、好ましくは翼付針５の針管５２を本体２の軸に平行に配
置しうるように翼５１を受け入れる形状であって、本体２の側壁に該本体２の軸と平行な
方向に設けられた、閉鎖端部をもつスロット部分を有する基端部３１と、筒状本体２の軸
と平行なスリットを有する中間部３３と、針管５２の刃先５３を受け入れる形状であって
、逆への字形状またはアーチ形状を示すスリットを有する先端部３２とからなる。
【００２０】
　本発明のプロテクター１は、従来の一般的な翼付針５に取り付けて使用することが可能
である。従来の翼付針５は、鋭利な刃先５３を有する針管５２と、該針管５２の基端部に
固着されたハブ５４と、該ハブ５４に設けられた翼５１とを有している。しかし、本発明
では、翼付針５は図示されたものに限定されない。該翼付針５は基端側にチューブ５５が
接続されて使用されるが、本発明のプロテクター１は翼付針使用時には、該チューブ５５
上に配置される（図４（ａ）参照）。前記プロテクター１は柔軟な材料で成形されている
ため、チューブ５５を狭持しうる程度に先端部の内径を十分に小さく構成することができ
る。したがって、翼付針使用時にプロテクター１がチューブ５５上を自由に移動すること
がなく、常に翼付針５を収納しやすい位置に配置させておくことができる。
【００２１】
　本発明のプロテクター１は翼付針使用後には、翼付針５に向かって先端側へスライドさ
せることにより、該翼付針５の翼５１がプロテクター１のスリット３の先端側から基端側
に向かって進入し、翼付針５の針管５２および刃先５３をプロテクター１内に収納する（
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図４（ｂ）参照）。該プロテクター１内に収納された針管５２は、本体２の軸と平行に配
置されるため、軸と平行でない方向に設けられたスリット３の先端部３２とは平行に配置
されない。したがって、該針管５２の刃先５３がプロテクター１のスリット３から突出す
るおそれがない。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の翼付針用プロテクターの一実施例を示す斜視図である。
【図２】図１に示されるプロテクターの側面図である。
【図３】図１に示されるプロテクターの翼付針収納時の状態を示す説明図である。
【図４】図１に示されるプロテクターの翼付針収納前の状態（ａ）および収納後の状態（
ｂ）を示す説明図である。
【図５】翼付針用プロテクターの他の実施例 を示す側面図である。
【図６】本発明の翼付針用プロテクターの別の実施例を示す側面図である。
【図７】本発明の翼付針用プロテクターのさらに別の実施例を示す側面図である。
【符号の説明】
【００２３】
　１　プロテクター
　２　本体
　３　スリット
　３１　基端部
　３２　先端部
　３３　中間部
　３４　突起
　４　把持部
　５　翼付針
　５１　翼
　５２　針管
　５３　刃先
　５４　ハブ
　５５　チューブ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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